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理由づけを明確にして意見文を書こう 
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１ 子どもと単元について 

（１）子どもの実態 

子どもたちは，前単元の学習において，委員会活動や学年の活動についての反省や改善点について話し

合ったり報告書を書いたりする学習を行った。目的や意図に応じて文章全体の構成を考えたり，事実と感

想，意見を区別して書いたりする力が徐々に身に付いてきている。しかし，自分の意見を明確にした文章

を書いたり，説得力をもって説明したりする力については，まだ学習経験が少なく，指導を重ねていく必

要がある。そこで，本単元では，統計資料を引用して意見文を書くことを通して，根拠を明確にしながら

自分の考えを書きまとめることに重点を置いて指導する。 

 

（２）学習材について 

中心学習材「グラフや表を用いて書こう」は，前単元「天気を予想する」で学んだ統計資料を用いた説

明の工夫を生かし，自分の意見や考えについて根拠を明確にしながら意見文を記述する力を育てることを

ねらいとしている。学習材の例文は，自分が生きている社会に目を向け，暮らしやすいか暮らしにくいか

のどちらかの考えをもたせて自分の考えを裏付ける資料を用いて文章を書いたものである。「始め・序論」

「中・本論」「終わり・結論」から成る双括型の文章構成の効果や，統計資料の効果的な活用の仕方を学ぶ

上で，有効であると考える。また，自分の考えを裏付ける統計資料の探し方や統計資料の読み取り方，統

計資料を説明する場合の要件についての理解を深めることのできる学習材でもある。 

 

（３）言語活動の特徴と系統 

本単元では，「意見文を書く」ことを，単元を貫く言語活動として設定する。以下の特徴を通して，付け

たい力の確実な育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈取材〉 
○自分の考えや立場に
沿った統計資料 

・保健関連 
・体力関連 
・給食関連 
・生活関連 
・学習関連 

〈構成〉 
○自分の考えや立場に

沿った構成 
①始め・序論 

…自分の考え，主張 
②中・本論 

…根拠となる資料と
その説明 

③終わり・結論 
…自分の考え，主張の
まとめ 

〈記述〉 
○自分の考えや立場に
説得力をもみたせる
ための記述 

・引用する統計資料の説
明の要件 
…「表題」「示してい
る内容」「注目する
数値」「考察」 

・根拠の明確さに沿った
文末表現 

〈交流〉 
○引用する統計資料か
ら導き出される考察
についての助言 

○意見文の感想や書き
ぶりのよさについて
の伝え合い 

 

＜主体的な思考・判断・表現を促す手立て＞ 
・第１次で，城南小学校の暮らしに関する統計資料を読んだりそれを基に話し合ったりする活動を通し

て，学校生活についての自分の意見を「城南小のくらしブック」にまとめて全校に発信するという目
的意識と，資料を活用して説得力のある意見文を書く活動への課題意識をもつことができるようにす
る。 

・第２次で，例文の構成や統計資料の要件を読み取ったり引用する資料の内容を要件別に書きまとめた
りする活動を通して，説得力のある意見文の文章構成や資料の効果的な活用の仕方を考えることがで
きるようにする。 

＜単元を貫く言語活動＞ 
グラフや表を用いて，根拠を 
明確にした意見文を書く。 

＜付けたい力＞ 
◎意見に説得力をもたせるために，グラフや表を用いて根拠を

明確にしながら，自分の考えが伝わるように書く力（書エ） 
○書いたものを発表し合い，グラフや表の用い方やその効果に

ついて，助言し合う力（書カ） 

１校時 



「意見を述べる」ことの系統は，以下のとおりである。 

 

 

 

 

 
 
 
 

（４）指導に当たって 

 指導に当たっては，次の三つのことを大切にする。 

 一つ目は，「自分の考えと根拠を明確にした意見文を書く」という言語活動に対する課題意識を明確にす

ることである。そのために，第１次では，城南小学校の暮らしに関する統計資料を提示し，資料を読んだ

り資料を基にして自分たちの生活について話合ったりする活動を行う。この活動を通して，今後の城南小

の暮らしについての自分の考えをもち，意見文集「城南小のくらしブック」にまとめて全校に発信すると

いう目的意識をもつようにする。その際に，前単元「天気を予想する」の学習を想起することを通して，

自分の意見に説得力をもたせる上での表やグラフを引用することの効果について考えさせ，課題意識の明

確化を図りたい。 

  二つ目は，資料を引用して書く力を高めることである。そのために，第２次の学習において，教科書の

例文を基にして文章構成や統計資料を引用する際に必要な要件（「資料の題名」「資料が表している内容」

「注目すべき数値や言葉」「数値や言葉から考えられること」）を捉える活動を取り入れる。また，この活

動で身に付けた力を生かして，自分の主張の根拠となる資料について，要件別に分析し書きまとめる活動

を取り入れる。これらの活動を通して，説得力のある意見文の文章構成を考える力や，資料を効果的に活

用して書く力の向上を図りたい。 

三つ目は， お互いの意見文について助言し合う力を高めることである。そのために，ペアや意見文のテ

ーマに基づく３～４名から構成されるグループによる活動形態を取り入れる。特に，「引用した統計資料か

ら，どんな考察が導き出されるか」「書き上げた意見文が，資料の効果や論の展開を考えたものになってい

るか」などについて検討する際に活用する。また，単元の最後には，意見文の交流会を行い，意見や感想

を交流する。 

これらを通して，資料を用いて根拠が明確な説得力のある文章を書く力や，資料の用い方や表現の仕方

について助言し合う力を高めていきたい。 

 

２ 単元の指導目標 

○意見に説得力をもたせるときのグラフや表の有効性に気付き，効果的に引用しようとする。 

【関心・意欲・態度】 

 ◎図表やグラフなどを引用し，根拠を明確にしながら自分の考えが伝わるように書くことができる。 

【書くこと エ】 

○意見文を発表し合い，引用の仕方や表現の工夫に着目して助言することができる。 

【書くこと カ】 

○文や文章にはいろいろな構成があることを理解することができる。 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項  （１）イ（キ）】 

 

３ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての知識・理解・技能 

○意見文に説得力をもたせ

るときのグラフや表の有効

性に気付き，自分の考え

たことが伝わるように，効

果的に引用しようとしてい

る。 

◎統計資料を用いて，根拠を明確にしな

がら自分の考えを書いている。 

○友達の意見文を読み，資料の引用の

仕方や表現の工夫に着目して助言し

ている。 

○説得力のある文章を書くための構

成やその要素について考え，意

見文を書いている。 

４年 
「自分の考えを伝

えるには」 
○理由と事例を挙

げて意見文を書

く。 

５年 
「明日をつくるわ

たしたち」 
○問題を解決する

ための提案書を

書く。 

５年（本単元） 
「グラフや表を用い

て書こう」 
○グラフや表を用い

て意見文を書く。 

６年 
「未来がよりよく

あるために」 
○平和について考

え，意見文を書

く。 



４ 学習指導計画（全７時間） 

   【主な段階】                  【主な学習活動】                      【主な手立て】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①城南小学校の暮らしについての自分なりの考え
をもち，意見文集「城南小のくらしブック」を作
成して全校に発信するための学習計画を立てる。 

＜評価＞ 

①学習の見通しをもち，「城南小学校の暮らし」につい

て自分の考えをまとめている。 

《発言・ワークシート》 

②学習材の例文を基に，資料を用いた説得力のあ
る意見文の書き方を理解し，自分の意見の根拠
となる統計資料を選ぶ。 

③選んだ資料の内容について要件別に書きまと
め，自分の主張につながる考察を考えた構成表
を作る。             （本時） 

④構成表を基にして，統計資料を引用した意見文
の本論を書く。 

⑤序論と結論を書き，意見文全体の推敲をする。 
⑥推敲を基にして，意見文を完成させる。 
＜評価＞ 

②意見文の構成要素と資料の要件について理解してい

る。           《発言・ワークシート》 

③資料の内容を要件別に書き，自分の主張につながる

考察を考えている。       《ワークシート》 

④構成表を基にして，資料を引用した本論を書いてい

る。              《ワークシート》 

⑤自分の主張に沿った序論と結論を書いている。 

                 《ワークシート》 

⑥推敲を基にして，意見文を書いている。 

                 《ワークシート》 

前単元 

説明のしかたの工

夫を見つけ，話し合

おう「天気を予想す

る」（６時間） 

「天気を予想する」の学習を通して，自分の考え
について説得力のある説明の仕方の工夫を読み取
り，話し合う。 
＜筆者の説明の工夫＞ 
・グラフや表，写真や図を使う意図や効果 
・数値の効果 
・表やグラフの説明の仕方 
・考えと事実の記述の仕方 

第２次 

目的に合った 

統計資料を用 

いて，自分の 

考えを明確に 

した意見文を 

書く。 

（５時間） 

第３次 

意見文集「城南小

のくらしブック」

を交流し，学習の

まとめをする。 

（１時間） 

第１次 

単元の学習につい

て，課題意識と見通

しをもつ。 

（１時間） 

⑦意見文を読み合い，考え方や資料の用い方，文章
の書きぶりについて評価し合う。 

＜評価＞ 

⑦友達の文章を読んで，優れた点を取り上げて具体的に

助言・評価している。 

《発言・ワークシート》 

城南小学校の暮ら

しに関する統計資

料を読んだりそれ

を基に話し合った

りする活動を通し

て，自分の意見を明

確にし，資料を活用

して説得力のある

意見文を書く活動

への課題意識をも

つことができるよ

うにする。 

資 
料 
収 
集 

資料分析や意見文

の交流の際に，ペ

アやグループで話

し合う場を設定す

ることにより，助

言し合う力を高め

ることができるよ

うにする。 

例文の構成や統計
資料の要件を読み
取ったり引用する
資料の内容を要件
別に書きまとめた
りする活動を通し
て，説得力のある
意見文の文章構成
や資料の効果的な
活用の仕方を考え
ることができるよ
うにする。 

【国語科・他教科等活用場面】 

○総合的な学習の時間「めざせ！環境守り隊」の学習を通して学んだ

事柄や資料を基にして，環境に関する意見文を書く。 



５ 本時の指導（３／７時） 

（１） ねらい 

選んだ資料の内容について要件別に書きまとめ，自分の主張につながる考察を考えることができる。 

（２） 展開 

学習活動 
思考を促す発問や指示（◎）と反応例（・） 

学習内容 
指導の手立て（○）と評価 

１ 本時の学習課
題を確認する。 

 
 
 
２ 課題解決の見

通しをもつ。 

 
 
 

○学習計画を基にして，「資料を分析して
本論の構成表を作る」という単元全体
における本時の位置付けを確認できる
ようにする。 

 
○本時の活動の流れを板書上に表し，見
通しをもって活動できるようにする。 

３ 資料を引用す
る際の要件を確
認する。 

（全体） 
 
 
４ 自分が選んだ

資料の内容につ
いて，①～③の要
件を書く。 

 （個人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 注目した数値

や言葉から導き
出される考察に
ついて話し合う。 

（ペア） 
 
 
 
 
６ 注目した数値

や言葉から導き
出される考察を
書き，交流する。 

（個人→ペア） 

 
 
 
 
 
 
◎自分の選んだ資料の説明を，要件ごと

に書いて整理しましょう。 
＜①資料の表題＞ 
・城南小の○○について 
＜②資料が表している内容＞ 
・棒グラフは平成○年から○年の～～の

変化を表す。 
・折れ線グラフは平成△年から▽年の―

―の変化を表す。 
＜③注目すべき数値や言葉＞ 
・平成○年は約□□□人。平成○年は約

■■■人。約▲▲件減っている。 
 どちらもだんだん減っている。 
 
◎自分が注目した数値や言葉から，どん

な考察を導くことができるか話し合
いましょう。 

・ぼくは，○○も■■も減ってきている
ということは，～～だということだと
思う。 

・その考察なら，◇◇件減っている部分
を引用した方がいい。 

 
◎資料の数値から分かることを基に，自
分の主張に説得力をもたせる考察を
書きましょう。 

＜④数値や言葉から考えられること＞ 
・○○も■■も◇◇件減ってきていると

いうことは，～～だということだと思
う。 

 

○前時までに使ったワークシートを活用
し，自分の主張を確認するようにする。 

○「引用する資料の説明の要件」の掲示
資料を作成し，いつでも確認できるよ
うにする。 

 
○資料の内容を整理するために，要件別
の枠を設定した構成表作成ワークシー
トを準備する。 

○①と②については，事前に教師が児童
の選択した資料を一覧表に整理してお
き，助言できるようにする。 

○③についての資料の読み取りが難しい
児童には，「自分の主張に沿うこと」「高
い数値と低い数値を比べること」「増
加・減少の傾向を見ること」などの読
む観点を与えたり，資料読み取りのモ
デルを示したりする。 

 
 
○ペアで④について話し合う場を設定す

ることにより，引用した数値の妥当性
や考察とのつながりなどについて，助
言し合う力を高めることができるよう
にする。 

○自分の主張につながる考察となるよう
に，「主張に沿っていること」「グラフ
の変化の原因」「今後の予想」などの観
点を与える。 

 
 
 
 
 
○児童の実態に応じて，数種類の構成シ
ートを用意し，課題解決の手立てとす
る。 

７ 本時の学習を
振り返る。 

（１）自己評価をす
る。 

（２）振り返りを交
流する。 

 
８ 次時の学習を

確認する。 

 ○「資料の説明の書き方」や「助言の仕
方」における学習の成果を観点として
ワークシートに記入させ，身に付けた
力を実感できるようにする。 

 
 
 
○次時は，構成表を基にして本論を書く
ことを確かめ，意欲を高める。 

 

資料から分かることを整理し，自分の考えにつながる考
察を考えよう。 

〈評価〉 
・資料の内容を要件別に書き，自分
の主張につながる考察を考えてい
る。      《ワークシート》 

【引用する資料の説明の要件】 
①資料の表題 
②資料が表している内容 
③注目すべき数値や言葉 
④数値や言葉から考えられること 


